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CivicTech Lab.



データアカデミーを超える
n５年間のデータアカデミーを通じて100以上の⾃治体に
データ利活⽤研修を提供してきた結果、いくつか研修
に必要な機能が出てきた。

nそう、それは職員さんにビジョンがないことだ。
課題が何かわからない、問題が何かわからない。
そりゃあそうだ。だって、⽬指すべきものもなければ
わからないのは当然だ。
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ビジョンから作る
n新しく作り直した「データ利活⽤の新7Step」

データとデザインで創出する

Vision & Policy Making Methodology
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EBPMを合意形成に繋げる
nそして、多くの職員さんは⾃分の施策のための
課題探しと施策の裏付けのためのデータ分析を
したがる。

n本当にやるべきことは、課題感や施策の⽅向を
数値とともに住⺠と語り合うべきことでは？施策が
始まってからは何がどうなっているか説明できなくて
もよいのか？そのために、施策後にともに話せる
ダッシュボードまで考える。
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価値を創造すること
n「問題が分からない」からデータ分析したい？
ビジョンがなければ問題が分からなくても当たり前。
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マイナスの現状

マイナスが
無くなった状態

この部分の問題解決だけ
検討するのでいいのか？

全く取り込めていない
未来あるビジョンを
合わせて解決するのでは？

ビジョンで
めざす状態

この範囲が本当に
検討する問題の範囲

QoSをどのように
上げていくかを
計画に盛り込む



全体構成の説明
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データ利活⽤の流れ
n3.5h×5⽇間で実施します。

ビジョンの策定
システム
シンキング

現状調査と
仮説設定 データ分析と評価

⼈の⾏動を
変えるポイント
施策の案

ビジョンを達成す
るためのフェーズ
構築・指標

費⽤対効果
合意形成

Step1 Step2 Step3 Step4 Step5 Step6 Step7
なぜこの施策や
計画を⽴てるの
か？
うれしさから始
めるビジョンを
策定

システムシンキ
ングを活⽤し、
課題の因果関係
や構造を解く

データによる現
状調査とデータ
分析で調査する
仮説の設定

仮説に対する
データ分析・検
証と分析の評価

現状をふまえて、
ビジョンを達成
する施策を打つ
べきポイントと
打ち⼿を検討

ゴールから逆算
して施策のうち
どれを進めるか、
アジャイル型で
進めるための指
標と、各フェー
ズのゴールを検
討

施策・計画の費
⽤対効果と合意
形成のポイント、
ダッシュボード
のイメージを検
討する

Day1 Day2 Day3 Day4 Day5



Step毎に価値を繋げていく

ビジョン
具体化

新規価値
うれしさ

現状の明確化
システム思考
アセスメント

問
題乗り越える

ハードル

可能性

現状の
不明点

仮説設定

仮現状
モデル

真現状
モデル

データ
分析評価

対応するポイ
ントと施策

計画⽴案

地域のジャーニーマップ

フェーズ3
フェーズ2
フェーズ1

逆
算

⾒える
化

指標

指標
費⽤対
効果

住⺠

合意形成

Step1

Step2

Step3 Step4

Step5
Step6

Step7

可能性の結果

現状
結果



伴⾛型それはパートナー
n当⽇だけ伴⾛型と⾔ってワークショップをする
研修があるが、それでは伴⾛型ではない。
我々が⾏うのはパートナーシップを持った伴⾛型だ。
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事前学習 当⽇ 追加検討の
⽀援

⼀連を通じて⼀緒に進む



何度も検討を繰り返す
nデザインを⽤いたダブルダイヤモンドで政策⽴案する
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現状
課題

政策
解決⽅法

発散 発散

収束 収束

探索 定義 展開 提供

発散・収束を繰り返しながらブラッシュアップする

課題定義 解決⽅法



グラレコによる可視化
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データとデザインで創出する
Vision & Policy Making 

Methodology

始動
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